

	月
	教材名
	配当時数

領域・事項
	◆学習目標

主な学習活動
	評価規準
	学習指導要領

との関連

（１）指導事項

（２）言語活動例

	四月
	声に出して読もう

まいにち「おはつ」
	1時間
読む
	◆詩が表現している様子を想像しながら，場面の様子がよくわかるように，工夫して音読する。

1 詩を読んで感想を発表し合う。

2 様子が伝わるように，工夫して音読する。
	【関】詩が表現している様子を想像しながら音読を楽しんでいる。

【読】言葉の抑揚，強弱，間の取り方などを工夫して，様子が伝わるように音読している。

【言】詩を読んだ感想を言葉で表すことによって，他の人に伝えることができることに気づいている。
	(1) Cア
伝国イ(ア)

(2) Cア



	
	お話を聞こう

おじいちゃんは水のにおいがした
	1時間
読む
	◆経験したことと結びつけながら，本の読み聞かせを聞いて，感想を交流する。

1 「おじいちゃんは水のにおいがした」の読み聞かせを，写真を見ながら，耳をすませて聞く。

2 自分の経験したことや関心のあることに結びつけながら感想を交流する。
	【関】様子を思い浮かべながら読み聞かせを聞こうとしている。

【読】経験したことや関心のあることと結びつけながら，感想を交流している。

【言】感想を言葉で表すことによって，他の人に伝えることができることに気づいている。
	(1) Cカ
伝国イ(ア)

(2) Cア



	
	図書館へ行こう
	1時間
書く
	◆選んだ本について，自分なりの根拠や理由を書き，発表する。

1 図書館で紹介している本や推薦図書などから読みたい本を選ぶ。

2 自分の選んだ本について，選んだ理由を書いて発表し合う。
	【関】関心のある事柄を紹介している本を探そうとしている。

【書】選んだ本について，自分なりの根拠や理由を書いている。

【言】本の内容をさまざまな言葉で紹介できることに気づいている。
	(1) Bア
伝国イ(ア)



	
	新しい漢字を学ぼう①
	1時間
伝国
	◆四年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 文や文章の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめながら読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	白いぼうし
	7時間
読む
	◆主人公の人柄や気持ちを読み取って，様子を思い浮かべながら音読する。

1 おもしろいな，不思議だなと思ったところ，心に残ったところを発表し合う。

2 場面ごとに，主人公の人柄や場面の様子について話し合う。

3 色やにおいを表す言葉や比喩表現から受ける印象について話し合う。

4 好きな場面を選び，様子を思い浮かべながら音読する。
	【関】作品の不思議なところを見つけ，わくわくしながら読もうとしている。

【読】主人公の人柄や場面の様子を，叙述をもとに想像しながら読み，音読で表している。

【言】色やにおいを表す言葉や比喩表現について使い方を理解している。
	(1) Cア
Cウ
伝国イ(オ)

(2) Cア



	
	文と文とをつなぐ言葉
	2時間
伝国
	◆接続語のはたらきを，例文の解釈や作成等を通じて理解する。

1 文をつないでいる接続語から，文章に込めた気持ちの違いを考える。

2 接続語でつながれた二つの文を一つの文で表す。
	【関】接続語の違いによって生じる話し手・書き手の違いについて考えている。

【言】接続語を使って文をつないでいる。また，接続語によってつながった二つの文を一つの文にしている。
	(1) 伝国イ(オ)
伝国イ(ク)



	五月
	こんなこと，ありませんか
	5時間
話す・聞く
	◆聞く人にわかりやすく伝わるように，話が伝わっているか確かめたり，言葉の抑揚や間の取り方に注意したりして話すとともに，話の中心に注意して聞く。

1 伝えたいことを詳しく思い出して書き出し，聞く人にわかりやすく伝わるように話す順序を組み立てる。

2 話したことが伝わっているかどうか確かめながらスピーチをする。

3 話の内容や組み立てに注意したり，自分の考えと比べたりしながら聞く。
	【関】伝えたいことが聞く人にわかるように，話の組み立てや話し方を工夫して話そうとしている。

【話】話の順序や間の取り方を工夫し，聞き手の様子を見ながら話している。

【話】話の内容や構成に注意し，大事なことを落とさないようにして聞いている。

【言】言葉で表すことによって，自分の考えを聞き手に伝えることができることに気づいている。
	(1) Aウ
Aエ
伝国イ(ア)

(2) Aア



	
	新しい漢字を学ぼう②
	1時間
伝国
	◆四年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 文や文章の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめながら読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	打ち上げ花火のひみつ
	6時間
読む
	◆中心となる言葉や文を見つけながら読んで，それぞれの段落のつながりを考え，細かな点にも注意しながら読む。

1 文章を読んで，初めて気づいたことや考えたことを発表し合う。

2 問いを投げかけている文に対して，どの段落にどのような内容が書かれているかをまとめ，大きなまとまりごとに小見出しをつける。

3 筆者はどのような事実からどのような意見を述べているかを話し合う。
4 教材文を要約し，友達と読み合う。
	【関】花火の作り方について，段落のつながりに注意しながら読もうとしている。

【読】事実と意見の違いに気をつけ，段落のつながりから筆者の意見をとらえている。

【読】図や写真と対照しながら，文章の細かい点にも注意して読んでいる。

【言】指示語や接続語のはたらきを理解している。
	(1) Cイ
Cエ
伝国イ(ク)

(2) Cイ



	
	ふせん紙を使って整理しよう
	3時間
書く
	◆相手や目的に応じて事柄を整理しながら選び，考えをまとめる。

1 地域の人に紹介したい教室をふせん紙に書き出す。

2 教室や階段の位置関係を考えて，見学しやすい順序に並べ替える。
	【関】紹介したいことをふせん紙に書き出し，整理しようとしている。

【書】相手にわかりやすいように，紹介する順序に合わせてふせん紙を並べ替えている。

【言】言葉で書き出すことによって，考えを整理しやすくなることに気づいている。
	(1) Bア
伝国イ(ア)



	
	お願いやお礼の手紙を書こう
	8時間
書く
	◆依頼状や礼状を，目的や必要な事柄がはっきり伝わるように書く。

1 お願いしたいことやお礼をしたいことについてカードを使って整理し，中心をはっきりさせている。

2 言葉づかいに気をつけながら，丁寧な文字で手紙を書く。

3 書き終えた手紙を読み直したり，交換して読み合ったりして確かめる。

4 封筒の書き方について確かめる。
	【関】お願いやお礼の手紙を相手にわかりやすいように書こうとしている。

【書】お願いすることがはっきり伝わるよう必要な事柄を整理して書いている。

【書】お礼の気持ちが伝わるよう丁寧に「です・ます」の敬体で整えて書いている。

【言】お願いやお礼を，言葉で書くことによって伝えられることに気づいている。
	(1) Bウ
Bエ
伝国イ(ア)
伝国イ(イ)

(2) Bエ



	
	三年生で学んだ漢字①
	1時間
伝国
	◆三年生までに学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 教科書の絵を参考にして，正しい漢字の読み方とその意味を確認する。

2 提示された言葉の意味や関連を考えながら，漢字を正しく書いて，文を作る。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	新しい漢字を学ぼう③
	1時間
伝国
	◆四年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 文や文章の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめながら読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	六月
	落語

じゅげむ
	5時間
話す・聞く
	◆落語のおもしろさが伝わるように言葉の強弱や間の取り方などに注意して話し，互いに聞き合う。

1 「落語　じゅげむ」を声に出して読む。

2 「落語　じゅげむ」の話の部分を，声の強弱や間の取り方に気をつけて練習する。

3 落語発表会を開き，感想を交流する。
	【関】落語の話し方に興味をもち，話し方の工夫に気をつけて落語を聞いている。

【話】声の強弱や間の取り方など話し方を工夫して，役割を演じながら話している。

【言】じゅげむの長い名前には，おめでたい願いがこめられていることに気づいている。
	(1) Aウ
伝国イ(ア)



	
	みんなの詩，わたしの詩
	13時間
書く
	◆書いた詩を発表し合って，よい表現をしているところを話し合う。

1 四つの詩を読み，「いいなあ。」と思った表現を出し合う。

2 生活の中で心が強く動いた出来事から題材を選び，表現を工夫して詩を作る。

3 書いた作品を読み合い，よい表現を認めたり，よりよい表現をアドバイスしたりする。
	【関】いろいろな詩を読み，よい表現をしているところを見つけようとしている。

【書】伝えたいことがよく伝わるような表現を選んで，詩を書いている。

【言】自分の思いが表れるように，表記を工夫して詩を書いている。
	(1) Bカ
伝国イ(ア)
伝国イ(イ)

(2) Bア



	
	漢字辞典を使おう
	3時間
伝国
	◆漢字辞典を利用して文字や語句を調べる方法を理解し，調べる習慣をつける。

1 漢字辞典のどこにどんな索引があるかを確かめ，音訓索引を使って漢字を調べる。

2 部首索引を使って漢字を調べ，漢字辞典の配列の仕方を理解する。

3 音訓，部首ともにわからない場合は，総画索引を使うことを理解し，三つの調べ方を練習する。
	【関】漢字辞典を引いたり，読んだりすることのおもしろさに気づいている。

【言】漢字辞典を使って，漢字を三通りの方法で検索し，漢字についての理解を深めている。


	(1) 伝国イ(カ)
伝国ウ(ウ)



	
	新しい漢字を学ぼう④
	1時間
伝国
	◆四年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 文や文章の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめながら読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	七月
	いわたくんちのおばあちゃん
	7時間
読む
	◆場面の移り変わりに注意しながら読んで，ちづこさんの願いを「ぼく」がどう受け止めているか想像する。

1 文章を読んで，心に残ったことを発表し合う。

2 今のこと，昔のことに気をつけて全体の構成をつかむ。

3 場面ごとの情景やちづこさんの気持ちを想像する。

4 おばあちゃんが写真をとるのを断る理由について話し合う。
	【関】場面の変化にそって，主人公の気持ちを想像しようとしている。

【読】場面の移り変わりに気をつけながら主人公の気持ちを想像し，主人公に対する自分なりの考えをもって話し合っている。

【言】登場人物の会話に，それぞれの思いが表されていることに気づいている。
	(1) Cウ
伝国イ(ア)

(2) Cア



	
	写真に題名をつけよう
	5時間
書く
	◆写真を見て，感じたことや思ったことなど，自分が伝えたいことの中心をはっきりさせて書く。

1 写真について，それぞれどんな場面か話し合い，おもしろいと思ったところやいいなと思ったところを探して，場面にぴったりの言葉や文を考える。

2 考えた言葉や文を理由も添えて発表し合い，その発表について考えたことを交流する。

3 身近にある写真を選んで，その写真にぴったりの言葉や文を考える。
	【関】写真を見て，おもしろいところやいいなと思うところを探し，相手に伝えようとしている。

【書】伝えたい事柄をはっきりさせて，写真の題名を短い言葉で表現している。

【言】長い間使われてきたことわざや慣用句，故事成語などの意味を理解し，自分の表現の中で使っている。

【言】同じ写真についても，見方によってさまざまな題名で表すことができることに気づいている。
	(1) Bウ
伝国ア(イ)
伝国イ(ア)
伝国イ(イ)



	
	漢字の意味
	2時間
伝国
	◆熟語の意味を考えることによって，漢字のもつ意味を理解する。

1 「着」「会」を使った熟語から，どのような意味で使われているかを考え，漢字辞典で「着」「会」の意味を確かめる。

2 熟語が，漢字のどのような意味をもとに作られているかを調べて発表し合う。
	【関】熟語の意味を考えることによって漢字のもつ意味を帰納的にとらえようとしている。

【言】与えられた漢字が熟語の中でどのような意味をもっているかをおおむね指摘している。
	(1) 伝国イ(オ)
伝国イ(カ)



	
	声に出して読もう――短歌
	2時間
伝国
	◆短歌の情景を思い浮かべたり，リズムを感じ取りながら音読や暗唱をしたりする。

1 短歌を声に出して読んで，七五調のリズムに慣れる。

2 それぞれの短歌の情景を思い浮かべ，気に入った短歌を暗唱する。
	【関】文語調の言葉の響きやリズムを楽しもうとしている。

【言】言葉のリズムを楽しみながら，音読や暗唱をしている。
	(1) 伝国ア(ア)



	
	あまんさんのへやこころ
	1時間
読む
	◆紹介された本を読み，読書の楽しさを味わう。

1 教材文を読み，筆者が出会った本をどうとらえているかを知る。

2 紹介されている本の中から気に入った本を選んだり，関連して読んでみたい本を探し，友達と紹介し合ったり，感想を交流したりする。
	【関】紹介されている本に興味をもち，読みたい本を探そうとしている。

【読】紹介されている本を読み比べたり，関連して読んでみたい本を探したりしている。

【言】文章の中に筆者の思いが表されていることに気づいている。
	(1) Cカ
伝国イ(ア)

(2) Cエ



	九月
	夏の海
	2時間
読む
	◆言葉に注意して，夏の海の情景について，叙述をもとに想像しながら読む。

1 「夏の海」を読んではじめに思い浮かんだことを発表する。

2気に入った言葉や文を書き写し，友達と紹介し合う。

3 一つ目のまとまりと二つ目のまとまりを比べ，気づいたことや感じたことを話し合う。
4 話し合ったことをもとに，情景を思い浮かべながら声に出して読む。
	【関】詩が表現している情景を想像しながら読もうとしている。

【読】詩に使われている言葉のイメージについて話し合い，情景をとらえている。

【言】詩を読んで感じたことを言葉で表すことができることに気づいている。
	(1) Cウ
伝国イ(ア)

(2) Cア



	
	三年生で学んだ漢字②
	1時間
伝国
	◆三年生までに学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 教科書の絵を参考にして，正しい漢字の読み方とその意味を確認する。

2 提示された言葉の意味や関連を考えながら，漢字を正しく書いて，文を作る。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	新しい漢字を学ぼう⑤
	1時間
伝国
	◆四年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 文や文章の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめながら読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	安全について考えよう
	8時間
話す・聞く
	◆「通学路の安全について」やその他の議題について，クラス全体で進行に沿って話し合う。

1 安全について身の回りで気になることを出し合い，議題を決める。

2 司会の進行の仕方や発言の仕方について，気づいたことを話し合う。

3 係りを決め，議題について自分の考えを整理する。

4 意見の共通点や相違点をはっきりさせながら，話し合いを進める。

5 話し合いの仕方について振り返る。
	【関】進行を意識しながら，発言をしたり，聞いたりしようとしている。

【話】意見の共通点や相違点をはっきりさせながら，司会の進行に合わせて，話し合いを進めている。

【言】お互いに考えを言葉で表すことによって伝え合うことができることに気づいている。
	(1) Aオ
伝国イ(ア)

(2) Aイ



	
	漢字の足し算
	2時間
伝国
	◆熟語の構成について代表的な型を理解する。

1 二枚のカードを組み合わせて熟語を作り，どんな組み合わせで熟語ができるのかを話し合う。

2 いろいろな熟語について，漢字の意味を考えながら，熟語の構成を説明する。
	【関】意味的な語構成の代表的な型にそって身の回りから熟語を探そうとしている。

【言】与えられた熟語を意味的な語構成の代表的な型におおむね分類している。
	(1) 伝国イ(オ)
伝国イ(カ)



	
	百科事典で調べよう
	3時間
書く
	◆わからないことを百科事典で調べることを通して，百科事典の使い方を知る。

1 百科事典で「リサイクル」について調べ，百科事典の使い方を知る。

2 関心のあることについて調べ，調べたことについて，大切なことを選んでノートにまとめる。
	【関】調べたい事柄について，進んで百科事典を利用しようとしている。

【書】百科事典で調べたことについて，大切なことを選んでノートに抜き書きしている。

【言】百科事典を読むことによって，さまざまな事柄がわかることに気づいている。
	(1) Bア
伝国イ(ア)



	十月
	お気に入りの場所
	12時間
書く
	◆お気に入りの場所を思い浮かべて，理由を添えながら文章を書き，思いがはっきり伝わるかどうかを読み直して，より伝わりやすいように書き直す。

1 紹介したい場所を選び，その理由を書く。

2 選んだ場所について取材し，書くことを集める。

3 相手に伝わるように構成を考えて文章を書く。

4 絵や地図をつけて，グループでガイドブックを作る。
	【関】紹介する事柄を考えたり，資料を集めたりして，理由をはっきりさせようとしている。

【書】紹介する材料を選び，段落の組み立てを考えて文章を書いている。

【書】読み直して，表記の誤りや文体の不統一などを書き出し，より理解しやすい表現に改めている。

【言】自分の考えが適切に表せるように，書き方に注意して文章を書いている。
	(1) Bウ
Bオ
伝国イ(ア)
伝国イ(イ)
伝国イ(エ)

(2) Bウ



	
	ローマ字
	3時間
伝国
	◆身の回りに使われているローマ字を見つけ，ローマ字の書き方に慣れる。

1 看板や新聞，本などから身のまわりで使われているローマ字を探して書き写す。

2 いろいろな言葉をローマ字で書いたり，コンピュータでローマ字入力したりする。
	【関】与えられた言葉をローマ字で書き表そうとしたり，キーボードで入力しようとしたりしている。

【言】身の回りの言葉をおおむねローマ字を使って書き表している。

	(1) 伝国ウ(ア)



	十一月
	新しい漢字を学ぼう⑥
	1時間
伝国
	◆四年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 文や文章の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめながら読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	十一月
	ごんぎつね
	7時間
読む
	◆叙述に基づいて，登場人物の気持ちを想像したり，気持ちの変化を考えたりしながら読んで，想像したことや感想を交流する。

1 「ごんぎつね」を読んで，感想を発表し合う。

2 ごんがしたことについて，叙述にしたがってごんの気持ちを想像したり，気持ちの変化について考えたことを話し合ったりする。

3 最後の場面の兵十とごんの気持ちを想像し，話し合う。
4 作品全体を読み返してごんに対する自分の気持ちをまとめる。
	【関】物語の展開にそって，登場人物の気持ちを想像しようとしている。

【読】様子を表している言葉から登場人物の性格や気持ちの変化を想像して読んでいる。

【言】文章中の様子を表す言葉について，意味や使い方を理解している。
	(1) Cウ
伝国イ(オ)

(2) Cア



	
	国語辞典を活用しよう
	2時間
伝国
	◆国語辞典の構成から辞典の活用の仕方を知って，調べ方に慣れる。

1 わからない言葉を調べ，国語辞典の活用の仕方を理解する。

2 提示された課題について国語辞典を使って調べる。
	【関】言葉の意味を知るために，国語辞典を活用することの意義について考えている。

【言】国語辞典を活用して，言葉の意味に関する与えられた課題をおおむね解決している。
	(1)伝国イ(カ)

	
	三年生で学んだ漢字③
	1時間
伝国
	◆三年生までに学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 教科書の絵を参考にして，正しい漢字の読み方とその意味を確認する。

2 提示された言葉の意味や関連を考えながら，漢字を正しく書いて，文を作る。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	新しい漢字を学ぼう⑦
	1時間
伝国
	◆四年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 文や文章の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめながら読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	月のかげ絵
	6時間
読む
	◆接続語の使われ方や段落の中心となる言葉に注意して，前後の段落がどのようなつながりになっているかを話し合う。

1 文章を読んで，そうだと思ったところ，不思議に思ったところを話し合う。

2 文章全体を三つに分け，まとまりごとに内容を読み取る。
3 接続語の使われ方や段落の中心となる言葉に注意して，前後の段落がどのようなつながりになっているかを話し合う。

4 世界各地の月や星の見立て方を本や事典で調べる。
	【関】接続語や中心となる言葉から，段落ごとのつながりを考えて読もうとしている。

【読】接続語や段落の中心となる言葉から，前後の段落がどのようにつながっているかを説明している。

【言】接続語や指示語，文末表現のはたらきについて理解している。
	(1) Cイ
伝国イ(オ)
伝国イ(ク)

(2) Cオ



	
	大きくなったらなりたいもの
	4時間
話す・聞く
	◆大きくなったらなりたいもののアンケート結果の表を比べながら，共通点や相違点について，理由を明らかにして，話したり聞いたりする。

1 「大きくなったらなりたいもの」について，今と三十年前で変わった点，変わらない点を出し合い，その理由について考えたことをまとめる。

2 まとめたことについて，グループで話し合う。

3 学級でもアンケートをとり，三十年前と比べて，考えたことを話し合う。
	【関】「大きくなったらなりたいもの」について，自分なりの思いを深めている。

【話】共通点や相違点について，理由を明らかにして発言している。

【言】読み取って考えたことを言葉で伝え合うことができることに気づいている。
	(1) Aイ
伝国イ(ア)

(2) Aウ



	
	文の区切れ
	2時間
伝国
	◆多義文の意味をとらえるために，修飾語の関係を理解し，読点を使う。

1 四つの絵に合わせて読点の位置を考え，意味の違いを話し合う。

2 それぞれの修飾語がどの語句を説明しているかを考え，語句の関係を図に表す。
	【関】多義文の意味をとらえるために，修飾語の関係を理解して図に表そうとしている。

【言】多義文の意味を，読点を使って明確にしている。
	(1) 伝国イ(エ)
伝国イ(キ)



	
	冬の満月
	2時間
読む
	◆表現されている内容の中心や場面の様子を，修飾語のはたらきに気をつけながら読む。

1 「冬の満月」を読んで心に残ったことを発表する。

2 さまざまに言い換えられている満月を表す言葉から，満月の様子について想像したことを話し合う。

3 月を見つめ，月に見つめられている「わたし」の気持ちを想像して発表し合う。

4 修飾語が表現している様子に注意しながら，音読する。
	【関】詩が表現している情景を想像しながら読もうとしている。

【読】様子を表す言葉から情景を想像し，想像したことが伝わるように工夫して音読している。

【言】様子を表す修飾語の働きや効果について考えを述べている。
	(1) Cア
伝国イ(キ)

(2) Cア



	
	新しい漢字を学ぼう⑧
	1時間
伝国
	◆四年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 文や文章の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめながら読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	十二月
	新聞でニュースを伝える
	15時間
書く
	◆家の人や地域の人に伝えたいことを選んで，記事を書くための情報を集め，その情報をもとに様子がよく伝わる組み立てを工夫して記事を書く。

1 記事を書くために，5W1H に気をつけたり，写真を撮ったりして情報を集める。

2 読む人にわかりやすく伝わるように集めた情報を選び，書く順序を決める。

3 伝えたいことがわかるように段落を工夫して記事を書く。

4 できた記事をグループで読み合い，より伝わるように推敲する。

5 見出し文を作ったり，図やグラフ，写真を組み合わせて新聞を完成させる。

6 完成した新聞を地域の人などに発信する。
	【関】伝えたい出来事について，わかりやすく伝わるように文章の組み立てを工夫している。

【書】記事を書くうえで「いつ」「どこで」「だれが」「何を」「どうした」が必要なことを理解して情報を集めている。

【書】わかりやすく伝わるように文章の組み立てを考えて記事を書いている。

【言】伝えたい出来事がわかりやすくなるように書き方に気をつけて記事を書いている。
	(1) Bア
Bイ
伝国イ(ア)
伝国イ(イ)

(2) Bイ



	
	新聞のくふうを知ろう
	3時間
書く
	◆新聞の記事を調べて，書く上で必要な事柄は何かを理解し，読みやすい構成の仕方の工夫を知る。

1 見出し，リード，記事など新聞の記事の構成を知る。

2 新聞を持ち寄り，どんな記事にどんな見出しやリードがあるかを調べ，見出しやリードをどのように作っているかを話し合う。
	【関】新聞の記事の書き方について，特徴を調べようとしている。

【書】新聞の記事の見出し文やリード文の構成，文字の大きさ，色などの工夫に気づいている。

【言】新聞によってさまざまな出来事を伝えることができることに気づいている。
	(1) Bア
伝国イ(ア)
(2) Bイ



	一月
	故事成語の物語
	12時間
書く
	◆関心のあることから書くことを決め，故事成語をわかりやすく説明するという目的に合わせて，必要なことを調べたり想像したりして書く。

1 「漁夫の利」の話を読んで，どんな意味があり，どのように使われているかを辞典で調べる。

2 故事成語を一つ選んで，どんな話から生まれた言葉かを調べる。

3 調べた話から登場人物や場面を想像して物語を書く。

4 作った物語を読み合い，よいところや工夫しているところを伝え合う。
	【関】故事成語について興味をもち，調べようとしている。

【書】故事成語の話を調べ，登場人物や場面を想像して物語を書いている。

【言】想像したことを物語という形で書き表すことができることに気づいている。
	(1) Bア
伝国ア(イ)
伝国イ(ア)
伝国イ(イ)

(2) Bア



	
	三年生で学んだ漢字④
	1時間
伝国
	◆三年生までに学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 教科書の絵を参考にして，正しい漢字の読み方とその意味を確認する。

2 提示された言葉の意味や関連を考えながら，漢字を正しく書いて，文を作る。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	新しい漢字を学ぼう⑨
	1時間
伝国
	◆四年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 文や文章の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめながら読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	二月
	じゃんけんの仕組み
	6時間
読む
	◆段落相互の関係をとらえながら，文章の要点や細部にも注意して読み，文章を要約するとともに，読んで考えたことを確かめる。

1 文章を読んで，考えたことを発表し合う。

2 じゃんけんがどのような仕組みで成り立っているのかをノートにまとめる。

3 じゃんけんをすることを通して，文章に書かれていること確かめて，気がついたことをメモにまとめて発表する。

4 文章を参考にして五種類の手で行うじゃんけんを考え，公平に成り立つかを話し合う。
	【関】四種類のじゃんけんの勝ち負けの関係について，書かれていることをもとに確かめようとしている。

【読】じゃんけんの仕組みの特徴がどのような組み立てで説明されているかを理解してノートにまとめている。

【読】じゃんけんの勝敗の文章を引用しながら，五種類の手のじゃんけんが公平になるかどうかの理由をまとめている。

【言】反対の意味を表すさまざま言葉について，辞書で調べ意味や使い方を理解している。
	(1) Cイ
Cエ
伝国イ(オ)
伝国イ(カ)

(2) Cイ



	
	レポーターになろう
	8時間
話す・聞く
	◆知りたいことを取材して要点をメモし，わかりやすく伝えるために材料を整理し，理由や事例を挙げながら筋道を立てて発表する。

1 生活の中から知りたいことを決めて，調べ方を考えて取材をする。

2 調べたことに見出しをつけて，知らせたいことや発表に必要な材料を選ぶ。

3 選んだ材料をもとに発表の順番を考えて発表原稿を書く。

4 聞いている人の様子を見て，声の大きさや間の取り方を工夫しながら話す。
	【関】関心のある事柄について，調べてわかったことを発表しようとしている。

【話】調べたいことについて，調べる方法を決めて取材している。

【話】取材したことについて，発表の組み立てを考えて事柄を整理し，相手に伝わるように工夫して話している。

【言】調べてきたことを言葉で表すことによって，お互いに伝え合うことができることに気づいている。
	(1) Aア
Aイ
伝国イ(ア)

(2) Aア



	
	漢字の使い分け
	2時間
伝国
	◆似ている漢字について，漢字の意味や使われ方を調べて，意味の違いを知る。

1 同じ読みの漢字について，どのような違いから漢字が使い分けられているかを考える。

2 意味や形がよく似ている漢字について，意味や使い方の違いを調べる。
	【関】同訓異字，同音異字，同音異義語（類義語）の漢字の使い分けに，国語辞典・漢和辞典を積極的に活用しようとしている。

【言】与えられた同訓異字，同音異義語（類義語）の意味や使い方を理解している。
	(1) 伝国イ(カ)
伝国ウ(イ)



	
	三年生で学んだ漢字⑤
	1時間
伝国
	◆三年生までに学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 教科書の絵を参考にして，正しい漢字の読み方とその意味を確認する。

2 提示された言葉の意味や関連を考えながら，漢字を正しく書いて，文を作る。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	新しい漢字を学ぼう⑩
	1時間
伝国
	◆四年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 文や文章の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめながら読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	ふしぎ
	2時間
読む
	◆「わたし」が不思議でたまらないことについて，考えを交流させながら読む。

1 作者が不思議に思っていることを想像して，作者の伝えようとしていることを話し合う。

2 作者の思いを確かめ，同じ作者の他の作品を読んで感想を交流する。
	【関】詩が表現している情景や作者の思いを想像しながら読もうとしている。

【読】詩の表現をもとにして日常生活を振り返り，感じたことや考えたことを発表している。

【言】詩を読んで感じたことを言葉で伝え合うことができることに気づいている。
	(1) Cオ
伝国イ(ア)

(2) Cア



	三月
	あたまにつまった石ころが
	7時間
読む
	◆場面の移り変わりに気をつけて文章を読み，登場人物の人柄や思いを想像して，その生き方について感じたことを交流する。

1 文章を読んで，登場人物について感じたことを発表し合う。

2 父が石を出して相手に見せるときの父の思いを考え，話し合う。

3 父の行動から父の生き方について考え，話し合う。
4 他の作品から好きな登場人物を選び，人物像をまとめて紹介し合う。
	【関】「父」の行動をもとに，「父」の思いや考え方を想像しながら読もうとしている。

【読】時代の移り変わりの中での「父」の行動を叙述にもとづいて丁寧に読み取っている。

【読】「父」の行動をもとにして「父」が大事にしていたことを考え，生き方について自分なりの意見を発表し，交流している。

【言】文章を読んで考えたことを言葉で伝え合うことができることに気づいている。
	(1) Cウ
Cオ
伝国イ(ア)

(2) Cア



	
	二十才のわたしへ
	10時間
書く
	◆二十歳になった自分にたずねたいことや知らせたいことをはっきりさせて手紙を書き，書いた手紙を読み合って感想を交流する。

1 これまでの自分の生活を振り返りながら，十年後の自分を想像する。

2 「二十才のわたし」にたずねることや知らせたいことを考えて手紙を書く。

3 書いた手紙をみんなで読み合い，感想を伝え合う。
	【関】二十才になった自分を豊かに想像して，思いを深めている。

【書】伝えたいことの中心をはっきりさせ，具体的な例を挙げて書いている。

【書】書いた手紙を読み合い，その内容や形式について気づいたことや感想を交流させている。

【言】書いて読み合うことによって，お互いの考えを伝え合うことができることに気づいている。
	(1) Bウ
Bカ
伝国イ(ア)

(2) Bエ




評価規準             【関】…国語への関心・意欲・態度，【話】…話す・聞く能力，【書】…書く能力


【読】…読む能力，【言】…言語についての知識・理解・技能


学習指導要領との関連  Ａ…話すこと・聞くこと，Ｂ…書くこと，Ｃ…読むこと，


伝国…伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
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